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いて撮影 し,そ れについて検討 した。結果は表1に 示されている。チップの切削型が切削エネルギー
の大小を左右するのは明らかであるが,同 時に生成 したチップの挙動が,チ ェンソー歯の歯室の形状
及び大小,ひ いては歯型そのものに大きく影響を与えることも確かであろうと考える。
ま え が き
チッパー型チェンソー歯は 「つ」の字型の特異な形を有 しており,明 瞭な前刃と側刃を有 して い
る。従って特色のある切削が行なわれているであろうと考えられる。
そこで,高 速度カメラを用いて,振 子式木材切削試験器の振子の先端に取 りつけられたチ ェンソー
歯が,木 材試片を切削す る状況を接写撮影 し,切 削方向,切 込量,含 水状態が変化 した場合,チ ップ
の生成形態および状況がどの様に変わるかを明らかにしようとした。
実 験 条 件
カ メ ラ:島 津KS-16型 高速度カメラ(本 実験では7000コ マ/秒)。 接写 リング使用。
照 明31kwラ イ ト3個,500w1個 。
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実験 装置:振 子式木材切削試験器。






チ ェンソー歯 は,本 来iを 堀 る様な切削(Groov-
ing)を 行な うのであ るが,チ ップ生成の 状 況 を 撮
影 す るために,次 の様 なOneSideOpenCutを行
な った(図2参 照)。
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結 果 と 考 察
チ ップ生成の形態(切 削型)と 生成したチップの挙動を,切 削方向,切 込量,含 水状態別に示した
のが表1で ある。
表1チ ップ生成の形態と生成チップの挙動
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木口面では,常 に勇断型で,チ ップは大体バラバ ラになって刃先の後方に飛散する。
板 目面で木繊維に平行方向の切削において,飽 水材では流れ型,気 乾材では折れ型で,チ ップは連続
で,刃 先前方に捲 く。但,気 乾材で切込量が大なる時は,板 状チ ップが生成する可能性が大である様
に思われる(写 真2参 照)。Pahlitzsh,G.とPeter,H。 の論文(ll)に,これを暗示する様なチップの
写真が掲載されている。
柾 目面で木繊維に直角方向の切削において,切 込量が小なる時は流れ型,大 なる時ば折れ型になる




即 ち,f〃 で は 含 水 状 態 が,f⊥ で は 切 込 量 が メ ル ク マ ー ル に な る 一 方,Cross,で は 常 に勇 断 型 で
あ る 。
GambellJr.,S・C・とByars,E・F・ の 高 速 度 撮 影 に よ る 研 究 で は,切 削 型 は 切 込 量 に 左 右 さ れ る
が(含 水 率 は 一 定),2・65m/sec・ ～18・5m/sec・.の 範 囲 で は 切 削 速 度 に は 左 右 さ れ な い こ と を 明 ら か
に して い る 。 本 実 験 で は,切 削 速 度 は 約3.6m/sec。 で あ っ た 。
切 削 型 の 相 違 が,切 削 エ ネ ル ギ ー の 大 小 を 左 右 す る の は 明 ら か で あ る が(本 実 験 で は,勢 断 型15.3
～40.8×10-3kg.m,折れ 型9・3～15.5,流 れ 型6.0～13.3),同時 に,生 成 し た チ ップ の 挙 動(連 続
か 不 連 続 か,刃 先 前 方 で 捲 く か 飛 散 す る か 等)が,チ ェ ン ソ ー 歯 の 歯 室 の 大 小 お よ び 形 状,ひ い て は
歯 型 そ の も の に も大 き く影 響 を 与 え る こ と も 確 か で あ ろ う と 考 え る 。
お わ り に
高 速 度 カ メ ラ操 作 の 際,又 撮 影 条 件 に 関 して は,林 産 工 学 科 林 産 機 械 学 研 究 室 で 既 に 得 られ た デ ー
タ ー を フ ル に 活 用 さ せ て い た だ い た こ と を 付 記 し,同 時 に 厚 つ く 感 謝 致 し ま す 。
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Résumé
  A chipper type chain-saw tooth has the peculiar shape like a japanese letter  "-D", and has both 
the side plate edge (the planing edge) and the top plate edge (the shearing edge). It is, there-
fore, supposed that the characteristic cutting is being performed. So, a chain-saw tooth was fixed 
at the end of the pendulum of a pendulum dynamometer, and with a high speed camera (about 
7000  sceans/sec.  ), the situation which the tooth cuts a specimen made from japanese cypress was 
photographed for various cutting direction, depth of cut, and moisture condition. 
  The results are shown in Tab. 1. 
  In the cutting direction of  "Cross.", the shearing type of chip was always produced and the 
chips scattered  rearward of the tooth. 
  In the cutting direction of  fir, both the flow type and the broken type of chip were produced 
according to moisture condition. 
  In the cutting direction of  LI_ two types above mentioned were produced according to depth 
of cut. 
  While it is evident that the types of chip formed influences on cutting energy, behavior of the 
chip (continious or not, or, to scatter or to curl) has, the authors think, large role on the shape 
and the capacity of a gullet of a chain-saw tooth, and has finally influence on the shape of the 
tooth itself.
